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【重要】 答案は別紙の答案用紙に記入すること．問題用紙は回収しない．

解答順は自由．答案用紙にはどの問題かわかるように記載すること．
答案には答えだけではなく，導出の過程も記すこと．導出の過程にも配点がある．
問題 1と問題 2がシラバスの到達目標 (1)(2)に対応 [成績 Bまたは Cの判定基準]．
問題 3が到達目標 (3)に対応 [成績 A]．問題 4が到達目標 (4)に対応 [成績 S]．

問題 1 〔微分とその応用〕(1)–(4)を求め，(5)に答えよ．
(1) y1 =

d

dx
(2x+ 9)8

(2) y2 =
d

dx

(
x2 log x

)

(3) y3 =
d

dx

√
1− x2

(4) ライプニッツの公式：f(x), g(x) に対して
dn

dxn
(f · g) = (f · g)(n) =

n∑

k=0

(
n

k

)

f (k)g(n−k)

を利用して，y4 =
dn

dxn

(
(x2 + 2x) sinx

)
(n: 自然数) を求めよ．

(5) y =
log x

x
(x > 0) の導関数を求め，増減表を作成し，グラフを描け．

ただし，変曲点を求める必要はない．

問題 2 〔積分とその応用〕(1)–(5)を求め，(6)に答えよ．
(1) I1 =

∫
(2x+ 7)18 dx

(2) I2 =
∫

x+ 6

(x+ 3)(x− 3)
dx

(3) I3 =
∫

xe−x dx

(4) I4 =
∫ 1/2

0

√
1− x2 dx

(5) y = f(x)のグラフの a ≤ x ≤ bの長さ Lは，
L =

∫ b

a

√

1 +
(
dy

dx

)2

dx

で与えられる．カテナリー曲線 y =
ex + e−x

2
の 0 ≤ x ≤ 1の長さを求めよ．



問題 3 〔級数展開〕関数 f(x)の x = aにおける級数展開（テーラー展開）は，次式で表される．
f(x) = f(a) +

∞∑

k=1

f (k)(a)

k!
(x− a)k

また，x = 0のまわりのテーラー展開をマクローリン展開という．
(1) f(x) = ex をマクローリン展開せよ．
(2) g(x) = coshx =

ex + e−x

2
をマクローリン展開して，4次までの項（近似式）を求めよ．

(3) h(x) = (1 + x)5 をマクローリン展開して，2次までの項（近似式）を求めよ．
(4) 星の見かけの明るさを表す等級は，1等星から 6等星までが 100倍の違いとして定められる．

1等星と 2等星の明るさは何倍違うか．前問で求めた近似式の 1次の項までを用いて求めよ．
必要であれば，2.55 = 97.65625 および 100/25 = 1.024を用いてよい．

問題 4 〔偏微分〕3つ選択して答えよ．

(1) f(x, y) = x2y, y = sinxとするとき，∂f

∂x
，∂f

∂y
， df

dx
を求めよ．

(2) P (V, T ) = R
T

V
(Rは定数) の全微分を求めよ．

(3) 関数 z(x, y) = (x− y)2,

{
x(θ) = 2 cos θ

y(θ) = sin θ
のとき，dz

dθ
を求めよ．

(4) f(x, y) =
√
x+ yとするとき，∂2f

∂x2
+

∂2f

∂y2
を求めよ．


